
NGO・NPOなど地域・市民団体との協働
当社は、環境や社会課題に関する情報や知識、先進的な実践事例を数多く有するNGO・NPOとのパートナーシップを築き、互

いの知見を補完し合いながら協働し、環境や社会課題解決に向けた取り組みの推進を図っています。
なかでも、日本気候リーダーズ・パートナーシップ（Japan-CLP）では、当社が副代表を務め、気候変動や脱炭素に向けた意欲的

な政策提言などにおいて主導的役割を担っています。

主な認定・表彰など
「CDP気候変動」と「CDP水セキュリティ」に
おいて最高評価の「Aリスト企業」にダブル認定、
「CDP サプライヤー・エンゲージメント評価」
では４年連続で最高評価を取得

当社は、「CDP気候変動」と「CDP水セキュリティ」におい
て最高評価の「A リスト企業」に認定されました。なお、当
社は「CDP気候変動」で5年連続の「Aリスト企業」となりま
した。CDP では、企業や政府による温室効果ガスの排出量
削減や、水資源保護、森林保全に対する活動実績を評価し、
特に優れた取り組みを行っている企業をAリストに認定して
います。2022年度は、「CDP気候変動」のAリストに283社
が認定されました。また、「CDP 水セキュリティ」の A リス
トには 103 社が認定され、両部門で A リストに認定された
企業は 57 社でした。さらに、当社は同時に実施された森林
保全に関する調査「CDPフォレスト」では「A-」を取得しました。

また、2022 年度は「CDP サプライヤー・エンゲージメン
ト評価」において、最高評価の「サプライヤー・エンゲージメ
ント・リーダー・ボード」に4年連続で認定されました。

　 w「CDP気候変動」と「CDP水セキュリティ」の両部門で最高評価
「Aリスト企業」に認定

w CDP「サプライヤー・エンゲージメント評価」において最高評価に
4年連続で選定

■ 外部との協働・外部からの評価

■�主な協働先と活動

協働先 主な活動
一般社団法人  いきもの共生事業推進協議会 生物多様性ガイドラインの運用および生物多様性に配慮した土地利用の推進

一般財団法人  大阪市男女共同参画のまち創生協会 男女共同参画のまちづくり推進（当社従業員が理事として参画）

気候変動イニシアティブ（JCI） 日本での気候変動対策の強化

グリーン購入ネットワーク グリーン購入およびCSR調達の普及

一般社団法人  公正採用人権啓発推進センター 公正な採用選考の確保および社内人権研修の推進

再エネ100宣言 RE Action協議会 企業、自治体、教育機関、医療機関などの再生可能エネルギー100％の推進

公益財団法人  世界自然保護基金ジャパン（WWFジャパン） 木材調達ガイドラインの運用、リスク地域の情報共有など

NPO法人  多民族共生人権教育センター 共生社会の実現、人権教育の推進

日本気候リーダーズ・パートナーシップ（Japan-CLP） 脱炭素ビジネスへの協働や企業からの意欲的な政策提言など

NPO法人 日本健康住宅協会 健康住宅に関する研究や健やかな住まい方の普及・啓発

NPO法人 日本森林ボランティア協会 六甲山の保全活動

一般社団法人 日本プロジェクト産業協議会（JAPIC） 森林再生事業化研究会
（新たな林業システム・産業化の実現、地域活性化の提案など）

一般社団法人  部落解放・人権研究所 あらゆる差別の撤廃と人権確立社会の実現

株式会社ミライロ 人権啓発、ユニバーサルマナー研修の推進

公益財団法人 吉野山保勝会 吉野山の桜保全活動

NPO法人 NPOちょっと自然 当社三重工場の調整池における生物多様性保全活動の推進

地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所
生物多様性センター 大阪府内における生物多様性活動の推進
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